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第 8 回自治医科大学附属病院地域医療連携研究会 

 

地域医療連携とインフルエンザ 

 

 

 

 

 

              日  時   令和元年5 月25 日(土)  18 時～ 

              場  所   ホテル東日本宇都宮 

       研 究 会   第一部  講 演 会 

              第二部  情報交換会 

 

 

 

 

 

 

主 催    自治医科大学附属病院 

       後 援    栃木県医師会 栃木県歯科医師会 

 

 



【開会の辞】 

自治医科大学附属病院 病院長 佐田尚宏 

略 歴 
1984年3月 東京大学医学部卒業 
1984年6月  東京大学医学部第一外科研修医 
1993年8月 東京大学医学部第一外科医員 
1994年1月 東京大学医学部第一外科助手 
1996年9月  キッコーマン総合病院外科部長 
2000年4月 自治医科大学消化器・一般外科講師 
2003年8月 自治医科大学消化器・一般外科助教授 
2007年10月 自治医科大学鏡視下手術部、消化器・一般外科教授 
2015年1月 自治医科大学消化器・一般外科主任教授 
2015年4月 自治医科大学附属病院病院長 
 

 
 

【講演会】 

座 長  自治医科大学附属病院 血液科講師・入退院支援室長  上田 真寿 
 
略 歴 
1991年 3月 自治医科大学 医学部卒業 
1991年 4月 自治医科大学附属病院 血液科 
1992年 4月 香川県立中央病院 
1995年 4月 香川県立大内保健所 
1997年 4月 白鳥病院 
1999年 4月 塩江病院 
2000年 4月 自治医科大学附属病院 血液科 
2000年 4月 自治医科大学 医学部大学院入学 
2003年 3月 自治医科大学 医学部 大学院卒 
2009年 11月 自治医科大学附属病院 臨床腫瘍科 講師（血液科兼任） 
2017年４月  患者サポートセンター入退院支援室長 
 
 

講演 

地域医療連携とインフルエンザ 

自治医科大学附属病院・感染制御部・感染症科・患者サポートセンター 森澤雄司 
 
2009 年春に発生して世界大流行に至った新型インフルエンザは、それ程までに高い致死率でなかったため、一般

の人々に「何だ、新型インフルエンザといっても大したことはなかったではないか」という印象を与えたかもし

れない。諸外国と比較して死亡者数が極端に少なかったことから、「日本にはタミフルの神風が吹くので問題はな

い」と考えられたかもしれない。しかし、現場に立ち帰って考えるならば、A/H1N1 2009 の流行に際して、わが

国で最も有効であったのは、水際対策や渡航者に固執したスクリーニングでなく、現場の柔軟な臨床判断と郡市

医師会や保健所レベルで実践された地域医療連携であったのではないか。とくに妊婦の重症例が諸外国と比較し

て著しく少なかったことは特筆に値する。 
 インフルエンザが流行しない冬はなく、将来的にもっと重篤な新型インフルエンザの大流行が席捲する可能性

もある。この機会に改めてインフルエンザに対応する地域医療連携のあり方について議論したい。 



 
略歴 
1991 年 3 月   東京大学医学部医学科卒業 
1991 年 6 月   東京大学医学部附属病院・第一内科・研修医 
1992 年 6 月   東京大学医学部附属病院分院・内科・研修医 
1993 年 6 月   関東逓信病院（現 NTT 東日本 関東病院）・呼吸器センター・専修医 
1997 年 3 月   東京大学大学院医学系研究科・免疫学講座・大学院生・単位取得退学 
1997 年 4 月   東京大学医学部附属病院・感染症内科・医員 
1997 年 7 月   東京大学医学部附属病院・感染制御部・助手 
2004 年 4 月   自治医科大学附属病院・感染制御部長・准教授 
2009 年 4 月   自治医科大学附属病院・感染症科・科長（兼任） 
2012 年 4 月   自治医科大学附属病院・中央手術部・中央材料室・室長補佐（兼任） 
2013 年 10月  自治医科大学附属病院・総合診療内科・副科長（兼任） 
2016 年 4月   自治医科大学附属病院・病院長補佐、地域医療連携患者支援部・部長（兼任） 
2016 年 9月   地域医療連携患者支援部を患者サポートセンターに改称、同センター長（兼任） 
所属学会など 
日本環境感染学会・理事・教育施設認定委員長・国際委員、 日本内科学会・関東地方会幹事、  APIC 会員、 

慶應義塾大学医学部・講師（非常勤）、 栃木地域感染制御コンソーティアム TRIC’K 代表世話人、  栃木県

新型インフルエンザ対策専門委員、 元・厚生労働大臣政策室アドバイザー（2009 年 5 月 – 2011 年 3 月）、 

他 
 
 
 

【閉会の辞】 

自治医科大学附属病院 患者サポートセンター副センター長、消化器外科准教授 笹沼 英紀 

 

略歴 
1994年3月 自治医科大学医学部 卒業  
1994年5月 自治医科大学附属病院 初期研修 
1996年5月 芳賀赤十字病院外科 医員 
1998年5月 栃木県栗山村立 湯西川（ゆにしがわ）診診療所 所長 
2000年5月 自治医科大学附属病院消化器一般外科 後期研修 
2002年5月 広域行政事務組合立 那須南病院外科 科長  
2008年4月 自治医科大学附属病院 消化器一般外科 助教 
2009年9月 デンマーク オーフス大学 肝胆膵外科部門 留学 
2010年10月 小山市民病院 外科 医長 
2015年 8月 自治医科大学附属病院 消化器一般外科学 講師 
2015年10月 地域連携・患者支援部入退院支援室長 兼任 
2016年9月 患者サポートセンター副センター長 兼任 
2017年8月 消化器外科学 准教授 
2018年10月 高度治療部（HCU）部長 兼任 


